
５月２３日 第２回交渉（要求の根拠）

～６月６日 第３回交渉（会社の考え方）の間

・山場の取り組みにむけ全組合員の意思統一を行なおう！
・「現場長要請行動」「全国統一職場集会」「常駐体制」

への結集を組合員に呼びかけよう！
・職場実態を訴えるため「ＦＡＸ行動」の準備を行なおう！

ＪＲ貨物労組

日本貨物鉄道労働組合 中央本部組織部
組織部速報 ２０２４年５月２３日

Ｎｏ．６３

中央本部は本日、第２回交渉を行ない、要求の根拠について主張しました。
（※詳細は交渉速報を参照してください）

＜過去の期末手当支給実績＞
１９９９年度・・・夏：１．７５ 冬：１．７５５ 年間：３．５０５（経常利益△３７億円）

↯
２００８年度・・・夏：１．９ 冬：２．０ 年間：３．９ （経常利益△３６億円）

↯
２０１６年度・・・夏：１．５ 冬：１．５ 年間：３．０ （経常利益  ８８億円）

↯
２０１９年度・・・夏：１．７５ 冬：１．８１ 年間：３．５６ （経常利益  ７１億円）
２０２０年度・・・夏：１．７５ 冬：１．６０ 年間：３．３５ （経常利益  ０億円）
２０２１年度・・・夏：１．７７ 冬：１．６７ 年間：３．４４ （経常利益△１２億円）
２０２２年度・・・夏：１．７２ 冬：１．６２ 年間：３．３４ （経常利益△６３億円）
２０２３年度・・・夏：１．６２ 冬：１．６３ 年間：３．２５ （経常利益△６２億円）

多くの組合員を結集させ、職場から闘いを創り出そう！！

次回、第３回交渉は６月６日（木）です。

２０２４年度夏季手当
要求の根拠を主張！

春闘でベア１００円実施
以降、１８年間ベアゼロ リーマンショックで

世界的な金融危機と不況
最後の２．０カ月

鉄道事業部門
黒字化達成

闘争ゾーン

http://www.jrfu.net/
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